
 今回、「つなぐ心、つなぐ技。」という本を読んだ。本書は、朝日焼を作っている方が継ぐ

ということについて語っている。伝統産業では、師匠と弟子という関係がある。そして、こ

れは家族間で行われることがよくある。親から子へ、という関係である。 

 本書から感じたことは、継がれているのは技だけでなく心も継がれているということで

ある。技術を学ぶとは非常に重要なことであるが、心を学ぶことも伝統産業において重要だ

と感じた。 

 本書には、指の怪我は不注意の極みという内容がある。それは、筆者が親から躾けられた

ことである。指は焼き物を作る上で、一番の商売道具だろう。つまり、指を怪我するという

ことは、仕事をできなくなることにつながる。そのため、幼いころから筆者は、指を怪我す

ると父から怒られていたのだ。これは小さい頃から、心構えを継いでいたのだと感じた。 

 美意識は心を継ぐことにおいてその１つだろう。日本は、わびさびという文化があるが、

時代とともにこのような美意識は変わっていくのだ。そして、近年は機械などの普及により

よくできた偽物の焼き物を作ることも可能になった。その中で、本物の焼き物として生き残

るには、本物の技と、焼き物に対する心（美意識）が必要だと感じた。良い焼き物をよいと

感じれる心も継がれていくものだと感じた。 

 このように、伝統産業とは継がれていくことで、いつまでも存在することができるのだと

感じた。 
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